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下水道は見えないところ  で、町をきれいに
道路の下に張り巡らされた下水道管は、目には見えませんが、台所や風呂、トイレ   などの汚水をきれいで安全に処理するために24時間365日働き続けています。
今回の特集では、“縁の下の力もち”である下水道の仕組みなどについて、詳しく   ご紹介します。

大雨・台風時のお願い
汚水管に誤って雨水が流入してしまうと、大雨の際に相模川の下流にある市町や下水
処理場に能力以上の水が流れ込み、道路のマンホールから汚水が溢れたり、処理場が
動かなくなったりする恐れがあります。町ではこうした雨水の流入を防ぐため、汚水管
内の調査や汚水マンホールの穴を栓でふさぐなどの取り組みを行っています。
家庭でも、

そと

外水道の排水口にふたや栓をするなど、汚水管への雨水の流入を防ぐ対応
にご協力ください。

下水道課 業務班 ☎（内線）3433●問

９月１０日は下水道の日！
下水道を利用する皆さまへのお願い
町では汚水を下水処理場（平塚市四之宮）まで運
ぶため、久保ポンプ場やマンホールポンプ場といっ
た施設を設置していますが、これらの施設には毎年
多くの家庭ごみが流れつき、ポンプの運転に支障
をきたしたり、故障の原因になったりしています。
流してはいけないものを下水道に流していないか、
日頃のチェックをお願いします。

チェックポイント①
流していませんか？家庭ごみ
水に溶けない髪の毛、おむつ、ウェッ
トティッシュ、布、ビニール、野菜く
ず、タバコなどは下水道に流せませ
ん。排水口ネットやごみ受けを設置
し、ごみとして処分しましょう。

チェックポイント②
流していませんか？油脂類
油脂類は汚水管の中で冷えて固ま
り、詰まりや悪臭の原因になります。
古紙で吸い取るか、凝固剤を使って
ごみとして処分しましょう。使い終
わった食器や鍋に付着した油脂類
は、拭き取ってから洗いましょう。

油脂類で閉塞したマンホールきれいに清掃したマンホール

角田地区供用開始 角田（下小沢）
中津（大塚下・下六倉）地区供用開始
第１５処理分区における厚木市の汚水幹線を経由した
流域下水道幹線への接続工事が完了

下水道人口普及率が90％を超える
公営企業会計へ
地方公営企業法を一部適用し
公営企業会計へ移行
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公共下水道事業開始
５０周年
事業着手50周年
（供用開始４０周年）を迎える

第１処理分区における流域下水道幹線への
接続工事が完了し、田代の一部が供用開始

半原地区供用開始
久保ポンプ場が始動し、
半原の一部が供用開始

竣工当時の
久保ポンプ場ポンプ室
（平成11年/1999年）

町内初の
カラーマンホール
鉄ぶたを設置

マンホールカードの配布を開始

事業スタートから１０年後となる昭和６０年（1985年）
４月、相模川流域下水道右岸幹線の到達により、流域
幹線と接続し、整備済みであった中津地区１４０haに
ついて愛川町初の供用開始を迎えました。

その後、春日台・角田・田代・半原と事業の拡大を図り、令和６年
（2024年）度末における排水区域面積は８67．9ha、下水道人口普及率
（下水道を使える人の割合）は９１．１％となり、排水人口（下水道に接
続している人数）は３万５千人を超えています。
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下水道の
仕組み

町の下水道は、台所や風呂、トイレなどの汚水と雨水を別々の管で流す「分流式下水道」です。
町内の下水道処理区域内にある家庭や店舗などから排出された汚水は町の公共下水道から相模川流域
下水道に接続し、相模川の下流にある下水処理場（平塚市四之宮）で微生物の働きを利用してきれいに処
理され、川に放流されています。皆さんがよく目にする下水道のマンホールは、下水道管を管理するために
設置されています。

町の下水道処理区域
町では中津地区から整備を開始し、市街化区域である市街地を
中心に下水道が整備されています。
一方で、市街化調整区域では、合併処理浄化槽などによって
生活排水の処理が行われています。

下水道処理区域

愛川町公共下水道は事業開始５０周年を迎えます
受益者負担金賦課開始
供用開始に向け
受益者負担金の徴収がスタート

春日台地区供用開始
春日台の一部が供用開始
下水道人口普及率が50％を超える

角田地区供用開始
角田の一部が
供用開始
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事業認可
相模川流域下水道整備計画
に基づく事業認可を受け事業
着手

事業認可を受け整備が進む管渠の
布設工事（昭和58年/１９８３年）

中津地区供用開始
第５・６処理分区における流域下水道幹線への
接続工事が完了し、中津の一部において愛川町
初の供用開始
同年、下水道課を新設

通水式テープカットの様子
（昭和60年/1985年）

田代地区供用開始
第１処理分区における流域下水道幹線への
接続工事が完了し、田代の一部が供用開始

半原第１幹線
トンネル工事の様子
（平成４年/1992年）

昭和４０年代、内陸工業団地の開発とその周辺に設けられた関連産業地域の拡充、それらに伴う人口の増加により、汚水
排水が水路・河川の水質の低下を招き始めていました。これを受け、町では昭和50年（1975年）に相模川流域下水道
整備計画に基づく都市計画決定を行い、同年、事業認可を受け公共下水道事業に着手しました。
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●排水設備（個人が設置）
家庭から出る下水を公共ますに流すため、
個人が宅地内に設置し、管理する設備です。

●公共下水道（町が設置）
町が設置し、管理する下水道です。

●流域下水道（県が設置）
2市町村以上の公共下水道からの下水を集めて
処理する下水道です。

排水設備 公共下水道 流域下水道


